
中
全
面
停
六
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一
士
旦
寓
三
種
面
復
暢
認
可
品
目
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ソ
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論

時

強

調

ト
ム
海
中
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闘
す
る
一
考
鎚
・

抱

臨

帯

施

宗
門
人
別
攻
制
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の
沿
革

工
業
分
布
諭
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る
文
献
・

緋

四

市
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郎

精
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労
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捕
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剖
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憎
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川
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内
H
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骨
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論

議

マ
ル
グ
ス
内
農
業
純
済
制

第
二
+
瓦
犠

第

韓

てF

Jレ

の

農

業

経

済

観

ク

ス

其

農
業
労
働
者
に
閲
す
る
見
解

河

嗣

戻E

田

占，、

農
業
の
資
本
主
義
的
な
る
後
回
出
じ
つ
れ
て
、
自
作
的
小
農
民
階
級
は
、
漸
次
其
の
純
務
上
り
嫡
立
を
夫
っ

τ純一

-m
階
級
に
落
も
行
〈
-
三
は
前
に
遁
ペ
た
通
り
で
あ
っ
て
、

T

Y

ク
ス
は
資
本
的
な
大
農
業

ω
脱
越
の
潟
に
、
此

現
象
は
資
本
制

ω下
に
於

τは
避
く
d

か
ら
ぎ
る
も
の
己
見

τ居
る
o

そ
し
て
そ
の
所
詞
農
村
純
一
斑
階
級
は
本
来

は
解
放
さ
れ
た
る
農
奴
的
類
か

ι一
出
来
上
っ
て
居
て
戒
は
分
盆
小
作
人
記
し
て
戒
は
賃
傭
勢
働
者
t
l
て
農
業
仁

従
事
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

-
』
れ
亦
資
本
制

ω後
議
に
件
ひ
漸
次
池
剰
人
日
ピ
な
っ
て
し
ま
っ

τ、
外
岡
に
移
住

す
る
か
都
市
の
抑
制
産
者
正
し
て
其
所
に
流
れ
込
む
外
は
な
〈
、
主
円
墳
池
は
甚
ピ
劣
惑
な
る
も
の
Z
凱
ら
れ
て
日
間

る。
然
る
に
マ
声
ク
見
の
見
地
に
従
へ
ば
、
此
由
民

ω
対
無
産
階
級
は
農
業
政
策
問
題

ω
中
心
を
錦
す
こ
え

工
業
労

千 ← 一 一

.' "." 



働
者
が
工
業
政
策
問
題

ω中
心
を
匁
す
に
異
ら
十
、
此
等
の
無
耳
障
者
に
こ
毛
賂
来
は
属
す
る
も
的
で
ゐ
っ
て
、
地

主
階
級
や
自
作
的
小
所
有
者
階
絞
り
如
告
は
、

も
は
や
過
去
に
属
す
る
も
の
で
府
米
を
有
っ
て
婦
な
い
次
第
で
ゐ

る。
例
て
誌
に
進
ん
で
先
づ
農
村
知
廃
階
級
ゆ
後
生
に
つ
い
て
見
る
に
、

マ
ル
ク
λ

は
其
過
程
に
開
[
て
は
資
本
論

中
に
炉
な
b
詳
し
い
説
明
を
錯
し

τ居
る
。

農
村
勢
働
対
階
級
は
其
現
在

ω
形
態
に
於
℃
は
階
級
ご
し
℃
ま
に
俄
り
古
い
も
の
で
は
な
い
。
そ
し
て
マ
ル
ク

ス
の
削
蹴
る
所
で
は
、
農
村
勢
働
者
を
階
級
正
し
て
形
成
せ
し
め
た
も
の
正
、
其
川
り
階
級
り
際
史
的
進
化

ω
泡
桜
に

於
て
再
び
之
を
抑

M
l困
窮
な
ら
し
め
そ
の
終
済
上
り
重
要
さ
を
減
や
し
め
之
を
開
設
し

τし
ま
う
も
の
Z
は、

同
一
の
現
象
に
外
な
ら
な
レ
。
此

ω現
象
は
削
も
資
本
主
義
的
な
る
生
産
細
川
帥

t
ゐ
っ
て
、
そ

ω組
織
は
工
業
に

於
1
阪
仁
支
配
織
を
獲
た
る
ほ
ど
惑
か
に
で
は
な
い
が
却
っ
て
確
貨
に
農
業
に
於
て
も
支
配
的
地
位
を
占
む
る
に

至
る
も
の
で
あ
る
。
帥
も
そ
れ
は
農
業
に
於
て
大
級
替
を
ば
支
配
的
地
位
に
就
か
し
む
る
芭
同
川
仁
、
農
村
川
唯
一
産

者
の
現
時
の
階
級
を
t
u
h
リ
出
す
も

ω
Eあ
る
。

昔
時
の
午
奴
隷
的
な
農
民
は
解
放
さ
れ
て
自
由
民
ご
は
な
っ
た
け
れ
い
ど
も
、
自
由
の
奥
へ
ら
れ
た
の
は
た
い
法

一一一一一…十

律
の
上

rけ
で
の
e

』
正
で
ゐ
一
っ
て
、
経
済
的
に
は
却
っ
て
以
前
に
も
増
[
た
座
迫
を
被
る
こ
己
、
な
ら
ぎ
る
を
得

な
か
っ
た
。
郎
も
農
業
労
働
者
に
取
っ
て
は
、
生
産
過
程
上
に
於
け
る
資
本
主
義
的
な
る
盤
化
は
‘
彼

ω例
人
的

論

鍛

マ
ル
ク
九
由
農
業
純
前
脚

第
二
十
五
容

第

腕

，"・e



論

叢

マ
ル
ク
ス
の
農
業
純
済
担

第
二
十
五
巻

四

四

節

税

な
る
生
活
ピ
自
由
正
濁
立
正
に
劃
す
る
組
織
的
な
る
抑
膝
た
る
に
外
な
ら
・
な
か
っ
た
。
然
る
に
前
に
も
逃
ペ
た
や

う
に
都
市
労
働
者
は
、
集
合
Z
V
ふ
こ

Z
じ
依
f
L
其
の
抵
抗
力
を
増
す
も
の
だ
げ
れ

E
、
農
業
努
働
者
は
庚
い
商

積

ω上
に
分
散
し
て
居
る
も
の
だ
か
ら
共
抵
抗
カ
は
弱
か
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
従
て
其
ゆ
境
地
は
劣
化
す
る
ま
、

に
委
か
芸
品
、
外
は
な
〈
、
都
市
の
工
業
に
於
て
も
さ
う
で
あ
る
が
、
現
時
の
農
業
に
於
一
ー
も
亦
妙
倒
山
り
生
庫
カ

の
増
加
正
其
融
通
性
Z
は
、
勢
働
力
そ
れ
自
身
の
荒
厳
正
衰
弱
正
に
依
℃
隣
は
れ
る
こ
正
に
な
っ
た
。
然
る
に
品
川

u
H

同
時
に
叉
現
時
の
生
産
組
制
は
農
装
拙
労
働
者
り
精
神
生
活
を
も
打
破
す
る

ωで
あ
る
。
か
く
て
郎
ら
資
本
主
義

的
経
燐
は
農
薬
労
働
者
階
放
を
諮
b
出
す
ご
共
に
又
そ
の
撹
泌
を
悪
化
せ
し
め
困
窮
に
陥
ら
し
め
る
次
第
で
あ

る。
右
は
農
村
無
産
労
働
階
級

ω後
生
正
英
説
巡
り
劣
化
正
に
闘
す
る
概
括
論
で
あ
る
が
、
制
今
少
し
〈
詳
か
に
之

に
闘
す
る
マ

W

ク
旦
の
所
誌
を
窺
っ
て
み
や
う
。

マ
b
F
F
ス
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
資
本
制
的
批
舎
の
総
務
的
構
誌
は
封
建
枇
曾
山
一
経
済
的
構
治

ω中
か
ら
生
れ
出

た
り
で
あ
っ
て
・
封
嬉
枇
曾
り
語
解
は
資
本
主
義
枇
曾

ω構
成
に
必
要
な
要
素
を
解
放
し
た
。
そ

ω要
婦
は
二
方

面
か
ら
表
は
れ
た
も

ωで

一
は
農
民
解
放
に
よ
h
農
村
方
面
川
ら
、
他
は
工
業
組
合

ω仰
健
に
よ

b
L
業
方
面

か
ら
o
卸
も
「
前
接

ω
生
産
者
た
る
勢
働
者
は
、
生

μ
故
郷
に
縛
h
つ
り
ら
れ
他
人
に
隷
凶
刷
所
有
廿
ら
れ
る
こ
正

な
き
に
至
っ
て
か
ら
後
初
め
て
自
己
を
自
由
に
底
辺
す
る
こ

F
f待
た
。
又
市
場
を
見
出
す
所
へ
な
ら
何
彪
へ
で

， ' .・.



も
彼

ω両
日
間
恥
持
っ
て
行
〈
勢
働
力

ω自
由
な
資
手
正
な
る
た
め
に
は
、
彼
は
組
合

ω
支
配
、
徒
弟
及
び
峨
人
規

定
並
び
に
妨
害
に
な
る
勢
働
規
約
か
ら
腕
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
斯
〈
て
生
践
者
を
ば
貸
出
川
帥
労
働
者
に
同
盟

世
し
め
る
所
叫
歴
史
的
な
運
靭
は
、

一
面
に
は
隷
務
正
組
合
強
制
ご
か
ら
の
彼
等
的
解
放

Z
L
τ
表
は
れ
た
。
」

「
然
る
に
他
面
に
は
叉
比
等
山
新
被
解
放
者
等
は
、
総
べ
て
の
彼
等

ω生
売
手
段
正
、
古
き
封
他
的
制
度
仁
依
J
L

奥
へ

ιれ
た
る
ゐ
ら
ゆ
Z
生
存
上
り
保
障
ピ
が
、
彼
等
か
ら
剥
恥
持
さ
れ
た
る
後
初
め
て
彼
等
自
身

ω
寅
手
ぜ
な
る

の
で
あ
る
。
」

賃
岬
附
券
働
者
E
資
本
主
ご
を
共
に
費
生
せ
し
め
た
る
此
の
進
化

ω出
俊
鮪
は
労
働
者
の
隷
胤
正
い
ふ
-
}
正
で
あ

っ
た
。
そ

L
て
其
進
化

ω
前
進
は
此
叫
隷
胤
凶
形
式

ω援
化
に
存
し
た
。
郎
、
も
封
建
的
搾
取
よ
り
資
本
主
義
的
搾

取
へ
の
臨
時
化
に
介
し
た
。
そ
の
進
路
を
知
r

匁
に
は
吾
々
は
決
し
て
遠
き
に
遡
る
を
要
し
な
レ
。
資
本
主
義
的
な

る
生
産
的
開
始
は
阪
に
十
四
H
A
十
五
世
紀
に
於
E
地
中
海
沿
岸

ω二
一
二
叫
都
市
に
個
々
-
』
れ
を
見
る
・
」
ご
が
出
来

る
が
、
資
本
主
義
附
代
な
る
も
の
は
十
六
世
紀
仁
其
紀
一
元
を
置

τ居
品
。
そ
上
て
其
出
現
し
た
附
仁
在
つ

τは、

隷
民
制

ω康
止
は
久
し
き
以
前
に
完
成
せ
ち
れ
、
中
世
時
代
的
光
郎
貼
た
Z
自
由
都
市

ω存
在
は
久
し
き
以
前
に

死
骸
に
な
っ
て
居
た
。

本
来
的
な
る
帯
枯
倒
的
廃
史
に
於

τ劃
期
的
な
る
も
の
は
、
今
や
出
来
上
旬
つ
、
ゐ
る
資
本
主
階
級
が
之
を
梢
拝

Z
し

τ用
ゐ
る
所

ωあ
ら
出
品
提
化
で
ゐ
る
。
就
中
特
仁
大
い
な
る
人
間
的
集
闘
が
急
に
そ
し
て
カ
づ
〈
で
其
生

論

艦

宜

マ
ル
ク
ス
の
農
業
料
商
硯

第
二
十
五
審

五

第

観
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諭

議

マ
ル
ク
ス
由
良
識
柑
抽
問
視

第
ニ
十
五
巻

ア£

策

現

ヌミZ

存
手
段
か
ら
も
ぎ
放
さ
れ
白
山
な
る
プ
ロ
レ
タ
リ

l
w
ご
し
て
勢
同
市
場
に
撒
き
放
ら
さ
れ
る
瞬
間
で
ゐ
る
o

そ

し
て
農
業
的
生
庭
卸
も
自
作
農
民
に
批
到
す
毛
土
地
剥
奪
は
こ
の
会
池
山
刊
の
根
祇
を
錯
す
も
の
で
あ
る
o

尤
も
そ
の

剥
奪
史
は
凶
々
に
よ
り
て
純
々
の
色
彩
色
も
っ
て
異
れ
る
順
序
で
注
っ
た
時
代
に
表
は
れ
る
も
の
に
が
、

ス
は
た
い
英
凶
に
於
て
の
み
其
典
型
的
な
形
式
を
見
る
を
得
る
正
し
た
。

マ

戸

ク

英
闘
に
於
て
は
農
奴
制
は
十
四
世
紀

ω
終
期
に
は
防
仁
事
賃
上
消
滅
γ
蹄
し
て
庖
に
。
共
常
時
特
に
は
十
五
世

紀
に
存
つ
て
は
、
人
日
の
大
川
分
以
白
山
な
る
自
作
農
民
か
ら
成
立
っ
て
局
た
。
大
所
作
地
に
於
t
は
飢
仁
夜
来

の
隷
民
U
自
由
小
作
人
に
依
工
取
て
代
ら
れ
r
l

屑
た
。
農
業
従
術
労
倒
者
は
一
部
分
は
農
附

ω
時
聞
を
大
所
布
者

に
雇
は
れ
て
布
ー
戒
に
用
ゐ
ん
ご
す
る
自
作
農
民
か
ら

一
部
分
は
相
劉
的
に
も
絡
調
的
に
も
共
数
少
量
異
質
の
賃

出
川
崎
労
働
者
か
ら
成
立
っ
て
居
た
。
然
か
も
後
者
と
雌
も
車
賃
上
は
同
時
に
自
作
農
民
で
ゐ
っ
た
。
郎
Ln
彼
等
は
賃

金
以
外
に
四
エ
ー
カ
ー
の
土
地
を
小
住
家
ピ
共
に
給
処
さ
れ
て
府
た
か
ら
で
あ
る
。
叉
彼
等
は
呉
の
自
作
農
民
，
、
」

共
に
共
有
地
を
川
ゐ
其
所
に
家
畜
を
放
牧
し
同
時
に
薪
炭
水
材
等
を
獲
る
椛
利
fT
享
受
し
て
居
た
hr
ら
で
あ
る
。

然
る
に
資
本
主
義
的
生
産
十
点
法
的
基
礎
を
怒
れ
る
大
縫
草
?
序
幕
は
十
五
世
紀
り
三
分
一
及
十
六
肘
組

ω初
り

十
年
間
に
泌
物
}
ら
れ
た
。
印
ち
そ
れ
迄
山
首
L
(
家
や
城
塞
に
充
も
て
居
七
所

ω
封
建
的
な
御
山
到
来
共
が
解
放
苫
れ

て
自
白
純
一
産
者
の
大
-
裁
が
勢
働
市
場
に
撒
き
散
ら
芦
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
自
作
農
民
等
内
佐
川
ぜ
努
倒
宥
等

の
小
品
宵
己
は
停
制
的
に
取
段
さ
れ
又
は
杓
肢
に
委
せ
ら
れ
た
。

一
四
八
九
年
頃
に
は
耕
地
は
益
々
牧
場
に
化
せ
ら

ebenda 
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出
町

れ
‘
小
作
地
は
侯
領
地
に
化
せ
ら
U
た
。
又
一
多
〈
の
小
作
地
及
家
帝
特
に
羊
の
大
神
岡
は
小
数
者

ω
手
中
に
集
め

そ
れ
が
銭
的
に
地
代
は
甚
し
〈
騰
貴
し
、
致
命
日
や
家
々
は
収
殴
苫
れ
、
驚
〈
吋
，
，
‘
、
多
数
的
民
衆
は
自
己
B
A

家
族
を
支
持
す
ぺ
量
生
計
手
段
a
M
Z

失
っ
た

ω
で
ゐ
る
。
斯
〈

τ資
本
主
義
的
生
産
山
命
中
る
所
り
も
の
は
、
買
に
‘

大
衆

ω
隷
僕
的
仙
川
態
一
じ
ゐ
っ
た
。
彼
等
自
身

ω
被
仙
者
化
ご
共
勢
倒
手
段

ω
資
本
化
ご
い
ふ
こ
ご
む
あ
っ
た
凶

ら
れ
、英

同
農
村
的
中
川
監
を
幼
し
て
舟
た
獅
立
円
作
農
民
た
る
イ
ヨ

1
マ

y
階
級
吋

O
O
E
E
q
は
.
十
七
世
紀

ω
最
後

の
二
三

1
年
間
に
於
て
は
ま
だ
小
作
人
階
級
よ
り
も
多
数
で
あ
っ
た
が
、

一
七
五

O
年
頃
寸
ヨ
!

?

y
階
級
は
己

滅
し
て
し
ま
っ
た
o

若
し
て
十
八
世
紀

ω末
期
に
於
て
農
業
帥
労
働
者

ω共
同
所
有
地
の
最
後

ω痕
跡
は
消
へ
て
し

ま
っ
た
の
で
あ
る
ω
澗
立
な
る
イ
ヨ
!

?

y
附
級
山
代
ち
に
は
地
主
的
任
意
に
契
約
を
解
除
す
る
小
作
農
民
同

gs

山ロ

Z
l
R
i
当
日

が
表
は
れ
た
閉
じ
、

一
年

ω告
知
解
約
じ
よ
る
小
小
作
人
で
地
主
に
隷
脱
し
裳
意
思
に
従
属
す
る

品
剤
師
朴
は
、
他
方
図
引
地
の
抹
和
押
印
も
共
同
所
有
地
山
組
制
的
な
る
浴
取
吉
相
並
ん
で
、
十
八
世
紀
に
於

τ人
命
が

之
を
資
本
小
作
若
〈
は
肉
入
小
作
己
名
け
た
る
大
小
作
制
の
膨
脱
ピ
、
農
民
セ
ば
プ
ロ
レ
タ
9
ア

1
ト

=tτ
エ

刷

業

ω匁
に
放
ち
ゃ
る
勢
己
を
助
け
h
h
c

関
綾
地
化
可
る
ご
い
ふ
口
質

ω下
に
隣
接

ω地
主
に
依
て
共
有
私
有
に
せ
ら
れ
た
も
の
は
、

たい
V

に
休
附
地
の
み

←一一一一一

で
は
な
〈
、
共
同
に
耕
地
せ
ら
れ
又
は
共
同
慨
に
劃
し
て
一
定
的
支
抑
を
潟
し
て
耕
作
せ
ら
れ
た
る
土
地
も
亦
腿

々
併
合
吉
れ
た
。

叢

論

マ
ル
ク
ス
白
農
業
料
岬
問
視

第
二
十
五
巷

七

第

就

ヒ
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論

叢

マ
ル
ク
ス
内
農
業
料
概
観

第
二
十
五
巷

入

入

事

腕

ド
ク
ト
市
戸
、

プ
ラ
イ
エ
の
一
言
ム
に
は
「
土
地
が
少
数
な
る
大
小
作
人

ω
手
中
に
蹄
す
る
時
に
は
小
小
作
人
等
(
以

前
μ
彼
じ
依
工

「
彼
等
に
似
て
耕
き
れ
た
る
土
地
正
共
布
地
に
患
や
h
従
て
其

ω食
粒
全
民
ム
必
要
山
な
か
っ
た

羊
や
家
禽
や
豚
ゃ
か
ら
己
的
生
産
物
仁
依

τ彼
等
自
身
及
び
彼
等
山
家
族
企
支
へ
て
居
た
小
所
有
表
正
小
作
人
記

の
多
数
し
ご
し
て
示
さ
れ
た
)
は
他
人
に
封
ず
る
同
労
働
に
依
て
其
生
活
費
を
獲
な
り
れ
い
ば
な
ら
ぬ
所

ω、
そ
し
て
彼

等
り
必
要
記
す
る
ゐ
ら
ゆ
る
物
品
川
絡
に
市
場
に
行
く
べ
き
伶
儀
苫
れ
て
ゐ
る
所

ω人
々
正
化

τる。
E
-
i
-
恐

ら
〈
は
よ
b
多
〈
の
労
働
が
な
き
れ
る
で
あ
ら
う
。
な
告
な
ら
よ
b
多
く
の
強
制
が
存
す
る
か
ら
。
:

有百
司1

己
製
品
叫
五
業
ピ
は
増
加
す
る
。
な
ゆ
な
ら
仕
事
を
求
め
る
多
〈
の
人
々
が
其
方
に
廊
り
立

τら
れ
る
か
ら
。

は
小
作
山
集
中
古
い
ふ
ニ
ピ
が
肉
然
的
に
共
働
を
翁
す
所

ω
道
で
あ

h
此
凶
に
於

τは
多
年
来
そ
が
s
M
H
際
的
に
接

働
を
示
L
K所

ω道
で
あ
る
」
t
o
そ
し

τ彼
は
土
地
回
続
化
的
金
殺
税
を
ば
失

ω
や
う
に
総
括

L
て
居
る
「
全
般

的
に
は
下
級
凶
民
階
級
ω
紋
越
は
殆
ん
ど
あ
ら
ゆ
る
見
地
に
於
1
劣
化
し
た
。
土
地
小
所
有
者
正
小
作
人
ご
は
日

備
拙
労
働
者
正
被
傭
者
ご
の
地
位
に
押
下
げ
ら
れ
た
。
そ
し
て
岡
崎
仁
生
活
判
獲
得
は
此
紋
態
に
於

τ真
に
困
難
じ

回

せ
ら
れ
た
」
正
。

共
同
所
有
地
の
櫛
傾
ご
そ
れ
に
伴
へ
る
農
業
革
命
正
は
質
際
に
於

τ農
業
叫
労
働
者
の
上
に
斯
〈
も
践
し
き
放
川
市
，

を
及
ぽ

L
化
。
卸
も
エ

1
デ

Y

の
設
〈
所
に
従
へ
ば
一
七
六
五
年
か
ら
一
七
八

O
年
の
問
に
於

τ彼
等
的
賃
金
は

最
低
限
を
降
下
L
、
宵
聴
い
救
貧
費
じ
依

τ補
充
さ
れ
始
め
た
。
彼
り
い
ム
所
仁
よ
れ
ば
「
彼
等
山
賃
金
は
k
h
v

J. Bd. J. Au日.5・711ff'iIY. Au日 S. 690ff'i Voll目 見 I lsgabeS. 656ft M】
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出

僅
か
に
生
活
り
絡
調
必
要
を
充
す
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

農
民
に
謝
す
る
土
地
掠
奪
の
最
後
の
大
過
維
は
-MH
に
所
謂
所
有
地
の
婦
除
。
自
民
ロ
向
。
『
伊

U
Z
削
ち
大
所
有

者
が
そ
の
所
有
地
内
か
ら
百
姓
を
駆
除
し
て
邪
魔
物
を
掃
除
す
る
や
う
に
百
姓
を
掃
蕩
し
て

L
ま
っ
た
ゐ
の
大
仕

掛
な
暴
翠
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
貨
に
土
に
段
々
述
べ

τ来
た
英
国
流
の
や
hJ
方
の
中
で
其
絶
頂
を
鋳
す
も
的
で
あ

〉
己
O

J
I
 
7
u
y
p
A

は
共
農
民
掃
蕩
り
行
は
れ
た
る
有
保
全
詳
か
に
逃
ぺ
て
屑
る
が
、
駆
除
せ
ら
れ
た
る
農
民
等
は

或
は
仰
曾
に
流
品
行
く
か
、

さ
も
な
〈
ば
更
に
不
毛
な
る
土
地
に
移
さ
れ
て
其
所
で
細
々
己
畑
を
立
て
、
行
〈
外

キ
A
a
P
4
0

通、ノア』
o

-ιr
，j
A

M

〆

J
I

場
〈
て
謹
に
は
農
民
の
住
ん
で
居
た
所
に
は
羊
が
伎

U
や
う
に
な
り
、

ぞ
れ
も
亦
次
に
は
鹿

ω佐

家
己
化
し
て
し
ま
う
の
で
ゐ
る
。
即
ち
農
地
は
牧
場
正
化
し
牧
場
は
磁
場
芭
化
す
る
の
で
あ
る
。

斯
く
て
7

Y

ク
ス
は
結
論
を
奥
へ
1
日
〈
「
寺
領
地
の
略
奪
、
悶
有
地
の
詐
偽
的
な
蕗
分
、
共
布
地
的
資
取
、

顧
慮
す
る
所
な
き
戚
脅
手
段
を
以

τ遂
行
苫
れ
た
る
封
内
的
な
る
叉
氏
族
的
な
る
所
有
地
内
近
代
私
布
地
へ
の
櫛

領
的
な
略
化
は
、
す
ぺ
て
司
』
れ
本
来
的
な
る
集
積
山
り
牧
歌
的
な
る
諸
方
法
で
ゐ
っ
た
o

印
も
号
れ
は
資
本
主
義
的

農
業
的
潟
に
向
島
地
を
奪
っ
た
。
土
地
や
資
本
に
合
睦
せ
し
め
た
。
そ
し
て
郡
曾
の
工
業
り
活
に
安
き
プ
ロ
V

タ
リ

ア

1
ト
の
必
要
な
る
供
給
を
品
局
し
た
o」

t

要
す
る
に
7

U

F

ク
ス
は
資
本

ω
本
来
的
集
政

ω過
杭
ef
示
す
柏
崎
に
英
古
利

ω
質
例
に
つ
い
て
説
明
し
た
の

r

が
、
そ
れ
は
質
に
小
農
地
め
所
有
者
吉
小
作
人
階
級
ご
が
王
地
に
離

μ
生
産
手
段
か
ら
離
れ
て
如
唯
一
康
品
羽
化
し
て
行

論

議

マ
ル
ク
ス
の
農
業
制
抽
刑
制

義
二
十
五
巻

ゴL

第

齢

ゴL
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論

マ
ル
ク
ス
由
農
業
料
消
却

第
二
十
五
笹

O 

部
一
蹴

O 

議

〈
遇
税
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
を

L
て
共
代
り
に
表
は
れ
た
る
も
の
は
大
地
主
の
土
棚
思
則
(
耕
地
的
牧
場
化

者
〈
は
牧
草
地
の
狩
猟
場
化
若
く
は
杢
く
の
荒
田
朋
)

正
資
本
主
義
的
な
る
近
代
的
企
業
念
行
ム
大
小
作
制
度
ι
で

あ
っ
た
り
で
ゐ
る
。

7

F

ク
旦
が
抑
楽
し
記
越
せ
る
以
後
に
於
り
る
英
同
農
業
界
的
縫
化
は
多
少
朕
況
を
異
仁
す

る
も
の
が
あ
る
が
、

少
(
己
も
7

F

ク
λ

の
脱
出
目
に
入
っ
て
来
花
時
代
に
於
り
る
様
化
は
正
に
斯
〈

ω如
〈
本
来

的
集
刊
悦
川
り
典
型
的
版
印
出
な
示
す
も
の
に
っ
た

ωで
あ
る
。

一
方
に
於
げ
る
資
本

ω集
積
は
同
時
に
他
方
に

そ
し
て

於
り
る
貧
燐
の
集
積
た
る
一
】

F
f忠
U

い
て
は
な
ら
ぬ
。

七

白
作
的
小
農
民
等
は
そ

ω士
地
を
奪
は
れ
て
無
産
品
羽
化
し
て
し
ま
ひ
、
被
側
索
化
し
て
し
ま
う
外
は
な
か
っ
た

J

d
回
宝
、

J
d

今

t
ふ

μ

そ
れ
よ
h
も
克
に
遜
め
る
勢
-
と
し
て
は
、
此
等
飢
山
中
席
者
化
せ
る
農
民
は
本
来
の
無
産
者
等
ご
共
に
農
村

に
於
け
る
持
働
供
給
の
過
剰
を
恭
し
、
従
て
彼
等
は
峨
伝
求
め
て
戒
は
都
曾
に
戒
は
又
外
凶
に
迫

υや
ら
れ
る
外

は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
o

即
も
「
資
本
主
義
的
生
産
が
良
栄
を
征
服
す
る
ご
共
に
、
若
〈
は
そ
が
農
業
を
統
服
し

た
る
耗
度
に
於

t
、
其
方
面
に
働
く
資
本

ω集
積
せ
ら
れ
る
に
漣
れ
て
、
農
村
勢
働
人
口
に
針
す
る
需
要
は
・
農

業
以
外
的
産
業
に
於
り
る
が
如
〈
共
排
撃
は
よ
h
大
い
な
る
吸
引
に
依
一
1
補
充
せ
ら
れ
る
こ
さ
な
し
に
、
絶
品
割
的

国
同

に
減
少
す
る
も
の
で
あ
る
」
。

杭
済
界
に
於
り
る
進
歩
特
に
は
生
産
技
術

ω後
述
じ
つ
れ
て
勢
働

ω生
威
力
は
精
進
す
る
o
然
る
仁
労
働

ω生
579 S. 601; Volko;;am;gahc S 1. Aut1. S. 639; lV. Aus 58) 
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底
力
が
増
加
す
れ
ば
一
定
の
生
産
物
を
芯

h
上
ヤ
る
に
要
す
る
勢
働
時
間
は
減
少
せ

F
る

-r得
な
い
し
、
然
が
も

資
本
宝
山
り
目
よ
h
見
れ
ば
、
勢
働
時
間

ω減
少
ど
い
ふ
こ
ご
は
所
要
可
経
資
本
の
減
少
を
意
味
す
る
に
外
な
ら

ぬ
。
き
れ
ば
労
働
生
産
カ

ω
増
加
は
所
要
可
遊
資
本
内
減
少
L
f
k

資
す
。
卸
も
可
品
出
資
本
は
不
遜
資
本
ご
り
相
針
閥

係
に
於
て
も
減
少
す
る

L
総
資
本
に
謝
す
る
相
封
闘
係
に
於
一
工
も
減
少
す
る
。
然
る
に
蕊
に
注
意
す
〈
き
守
」
己

は
、
所
要
労
働
時
聞
の
減
少
羽
(
は
所
要
可
麗
資
本
り
減
少
己
い
ふ
こ
ご
は
、
比
較
的
少
数
山
労
働
者
が

mbら

れ
る
こ
正
、
な
る
を
意
味
す
る
こ
芯
で
ゐ
る
。
そ
の
鮎
川
端
正
し
て
労
働
者
中
に
失
業
者
を
墳

L
労
働
臨
時
備
軍

ω
膨

阪
を
来
た
す
は
い
ふ
迄
も
な
い
。
た
い
vι
仙
の
遇
税
は
工
業
方
面
に
在
つ
て
は
祁
な
の
事
情

ω活
に
緩
和
せ
ら
れ

ι

も
り
で
ゐ
っ
て
、
或
粍
皮
ま
で
は
其
過
程

ω迩
行
金
阻
止
せ
ら
れ
る
こ
ご
も
ゐ
る
o

そ
れ
は
新
工
業

ω勃
興
で
あ

-
均
一
又
併
存
工
菜

ω一
協
同
出
で
ゐ
る
。
ち
れ
ば
或
附
期
に
於
て
は
工
業
方
面
に
在
つ

τは
可
鶴
資
本
正
在
峨
労
働
者
数

ご
は
相
制
的
に
は
減
少
を
示
す
け
れ
ど
も
絶
判
的
に
は
其
数
ピ
額

F
r増
す
・
』
ご
あ
る
を
見
子
宮
一
得
る
。

併
し
こ
れ
は
工
業
方
面
に
於
り
る
こ
ピ
で
あ
っ
て
、
農
業
方
面
に
於

τは
事
情
ニ
れ
ど
回
出
る
も
的
あ
る
を
知
ら

ね
ば
な
ら
向
。
農
恭
に
在
つ
て
は
可
竣
資
本
に
謝

L
て
不
起
資
本
凶
方
が
却
っ
て
相
掛
的
に
増
加
す
る
傾
向
的
存

す
る
十
-
見
る
げ
れ
ど
も
、

そ
れ
で
も
や
は
h
M労
働
生
産
力
的
増
加
ぜ
共
に
必
要
乙
せ
ら
れ
る
一
労
働
岩
放

ω減山
7
h
y

一一一

来
す
勅
に
至
つ
て
は
同
じ
こ
ご
で
あ
っ
て
、
段
々
に
勢
働
者
が
過
剰
伝
来
す
勢
は
著
し
い
の
そ
れ
に
農
業
方
面
仁

在
て
は
エ
来
方
阿

ωや
ヲ
に
新
た
な
事
業
の
勃
山
内
な
ど
に
依
て
無
産
者
に
労
働
合
同
時
へ
る
機
舎
内
生
ず
る
こ
ご
が

犠

前

マ
ル
ク

λ

の
農
業
担
掛
取

第
-
一
十
五
巷

都

蛇

， ' .・e



請

議

噌
ル
ク
ス
白
農
業
組
済
制
醐

第
三
十
五
巻

捧
-
一
世

そ
ニ
で
農
業
仁
在
つ
て
は
勢
働
者
は
た
い
に
相
封
的
じ
減
少
す
る
ば
か
り
で
な
〈
絡
封
的
仁

明

も
減
少
し
て
過
剰
を
生
す
る
次
第
で
あ
る
。

な
い
も
の
に
か
ら
、

苫
机
ば
農
村
人
口
ゆ

一
部
分
は
常
に
都
市
無
産
者
若
〈
は
農
業
以
外
り
庫
業
純
一
産
者
に
移
・
0
行
か
ん
己
す
る
磁

度
を
以
て
都
合
よ
き
機
曾
り
到
来
を
窺
っ
て
居
る
。
こ
の
相
対
的
過
刺
入
日

ω泉
源
は
絶
へ
ゴ
る
流
を
縛
し

τ居

る
o

併
し
都
市
に
向
っ
て
ζ

の
絶
へ
ざ
る
流
れ
い
の
存
す
る
ニ
ご
は
農
村
に
は
怖
に
時
在
的
な
池
剰
人
日
内
存
す
る

こ
子
伊
』
前
提
ど
す
る
失
第
で
、
共
大
吉
が
ど
の
位
で
あ
る
か
は
、

立
(
涜
山
口
が
開
放
せ
ら
れ
る
に
依
て
市
め

τ明

勝
正
な
る
o
従
て
農
業
労
働
煮
は
賃
金

ω最
下
限
度
ま
で
抑
L
下
げ
ら
れ
、

い
つ
で
も
貧
困
の
泥
博
に
片
足
を
踏

ん
で
居
る
山
で
あ
る
。

マ
ル
ク
ー
が
資
本
的
集
積

ω絶
品
到
的
に
し
て
一
般
的
な
る
法
則
己
し

τ示
す
所

ωも
ωは
「
枇
曾
的
な
宮
正
働

〈
資
本
ご
其
増
加

ω飽
凶
正
精
力
己
従
て
叉
無
産
者
ゆ
絶
謝
的
な
大
き
正
其
批
労
働
の
生
産
力
ざ
が
大
な
れ
ば
大
な

る
ほ
ど
盆
々
以
て
産
業
上

ω謙
備
軍
は
大
己
な
る
。
用
ゐ
得
ら
る
ぺ
き
努
働
力
は
資
本

ω膨
脱
力
ご
同
一
の
原
因

に
依

τ後
民
せ
し
め
ら
れ
る
。

苫
れ
ば
産
業
的
議
備
軍

ω相
掛
的
は
大
さ
は
富
山
力
己
共
に
培
加
す
る
o

然
る
に

こ
の
謙
備
軍
が
現
役
労
働
箪
£

ω
比
故
に
於
て
大
な
れ
ば
大
な
る
ほ
ど
固
定
吉
れ
た
る
過
剰
人
口
は
多
数
正
な

hd
、
英
困
窮
は
其
叫
労
働

ω苦
悩
に
反
比
例
す
る
関
係
げ
い
荘
る
o

最
後
に
労
働
階
級

ω困
窮
削
分
ご
産
業
的
強
備
軍

己
が
大
な
れ
ば
大
な
る
ほ
ど
公

ω救
貧
は
大
で
ゐ
る
酬
」
ご
述
べ
て
居
る
。
又
臼
〈
「
そ
れ
は
資
本
的
集
積
に
封
勝

Cohnsraed. Die Agcarrl..1ge in der dcutschen Sozialdem.okratie. S. 52旺
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す
る
困
婦
の
集
積
を
傑
件
づ
り
る
。
き
れ
ば
一
方
の
極
端
に
於
付
る
宮
の
集
積
は
他
方
の
極
端
卸
も
自
己
の
生
産

物
を
資
本
ピ
し
て
生
産
す
る
階
級
的
側
に
於
け
る
貧
弱
ピ
雌
労
働
背
E
奴
隷
放
越
正
無
智
正
野
獣
化
ピ
道
徳
的
退
化

t
の
集
積
で
ゐ
る
0

」ピ。

こ
の
一
般
的
な
法
則
は
諌
ん
で
字
の
如
〈
一
般
的
法
別
で
あ
る
V

ら、

工
業
t
い
は
中
融
制
山
業
ご
い
は
十
商
業

方
面
に
も
農
業
方
面
に
も
安
嘗
す
る
も
の
で
あ
っ

τ、
一
方
資
本
的
集
積

ω行
は
れ
る
に
つ
れ
て
農
業
人
口
に
於

て
も
過
剰
部
分
を
生
じ
、
勢
働
生
産
力
の
増
す
に
つ
れ
て
農
業
人
日
は
過
剰
を
告
げ
F
る
を
得
F
る
こ
ど
、
な
る

次
第
で
ゐ
る
。

其
質
例
E
し
て
7

Y

ク
λ

の
示
す
所
に
よ
れ
ば
、
資
本
の
蓄
積
は
同
時
に
そ
の
集
積
Z
集
中
子
宮
件
ふ
も
の
で

あ
っ
て
、
英
園
全
健
に
つ
い
て
の
古
い
官
属
的
な
農
業
統
計
は
存
し
な
い
が
、
十
個
の
侯
領
地
に
つ
い
て
は
任
意

的
に
諮
ら
れ
た
も
の
が
ゐ
b
、
ぞ
れ
仁
よ
れ
ば
一
人
五
一
年
か
ら
六
一
年
仁
至
る
間
じ
於
て
育
英
町
以
下
の
小
作

地
は
三
一
、
五
人
三
筆
か
ら
二
六
、
五
六
七
筆
に
減
じ
・
郎
も
玉
、

O
一
六
筆
は
そ
れ
よ
b
も
庚
大
な
小
作
地
に
合

明

併
苫
れ
た
る
事
貨
を
示
し
て
居
る
。

ニ
の
資
本
主
義
的
集
中
ご
農
業
人
口
過
剰
化
の
紋
況
ご
に
就
い
て
は
・

マ
戸
ク
ス
は
英
岡
内
十
二
州
内
質
朕
仁

探
し
て
具
種
的
な
設
明
を
奥
へ
て
居
る
。
A
T
そ
れ
等
の
質
例
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
る
所
を
総
括
し
て
見
る
な
ら

ば
-
郡
曾
地
へ
の
絶
間
な
き
移
住
正
小
作
の
集
中
、
畑
地
の
牧
草
地
へ
の
麹
換
、
機
械
使
用
等
に
依
て
農
村
人
口

叢

諭

マ
ル
ク
ス
白
農
業
部
情
翻

第
二
十
五
番

第
一
一
揖

1. Aufl. S. 632i IV. Aufl.. 5.611i Volksausgabe S目 583
•• AuR. S. 637o IV. AuB. S. 6. 5; Volk田 usgabeS. 587 

81) 

62) 

. .・e



前

雛

マ
ル
タ
ス
四
農
業
髄
静
観

第
二
十
五
巻

四

第

披

ユ
位喝

の
間
断
な
き
過
剰
化
正
小
佐
台
の
取
境
し
に
よ
る
農
村
人
口
の
駆
除
芭
は
、
手
を
携
へ
て
進
む
も
の
で
あ
る
。
そ

Lτ
或
地
方
が
人
口
稀
離
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
其
相
劃
的
過
剰
人
口
は
大
量
〈
な
る
。
彼
等

ω
作
業
手
段
に
濁
す

る
刷
出
迫
は
大
正
な
る
。
其
住
居
手
段
に
謝
す
る
農
村
住
民

ω絶
叫
割
的
過
剰
は
大
き
〈
な
る
G

従
て
村
々
に
於
り
る

地
方
的
人
口
過
剰
ご
思
疫
侍
染
の
恐
ゐ
る
人
間
蒲
込
冒
己
は
大
正
な
る
。
散
在
せ
る
小
村
正
小
町
ご
に
於
り
る
人
間

塊
山
り
刷
・
抵
は
、
農
村
の
表
面
い
於
け
る
強
制
的
な
人
口
駆
除
正
調
贈
す
る
。
其
教
の
減
少
さ
共
生
産
物
の
量
の
増

加
正
に
拘
p
b

宇
農
業
融
労
働
者
の
不
叫
酬
の
過
剰
化
は
其
貧
弱

ω搭
鑑
で
あ
る
o

彼
等

ω可
飽
的
貧
婦
は
を
の
騒
遜

ω

動
機
で
あ

b
叉
彼
等
の
惨
め
な
る
住
居
放
態
の
主
原
因
で
あ
っ

τ、
そ
れ
は
彼
等
の
最
後
の
抵
抗
力
を
打
破
し
彼

等
を
地
主
の
純
然
た
る
奴
隷
ピ
化
し
又
小
作
人

t
錯
し
、
賃
金

ω最
低
限
度
は
彼
等
に
謝
す
る
自
然
法
則
ご
し

τ

固
定
し

τし
ま
う
の
で
あ
る
。
他
方
農
村
は
そ
の
不
断

ω相
封
的
人
口
過
剰
ゐ
る
じ
拘
ら
宇
同
時
に
人
口
過
少
ピ

な
る
o
此
の
現
象
は
都
市
鎖
山
織
選
其
他
仁
劃
す
る
人
聞
流
出
め
急
激
に
表
は
れ
て
居
る
地
貼
に
於
け
る
地
方
限

り
の
も
の
で
は
な

4
、
到
る
所
に
於
て
牧
穫
期
仁
も
春
に
も
夏
に
も
、
注
意
深
き
集
約
的
な
英
閥

ω農
業
が
倫
分

な
入
手
を
要
ず
る
多
〈
の
時
期
仁
於
て
表
は
れ
る
所
の
も
の
で
あ
る
。
卸
ち
農
村
帥
労
働
者
は
農
業

ω中
位
な
需
要

に
謝
し
て
は
常
に
多
き
に
過
ぎ
、
例
外
的
な
又
は
臨
時
的
な
需
要
に
劃
し
て
は
常
に
少
き
に
池
ャ
る
。
き
れ
ば
こ

そ
公
文
書
仁
於

τは
同
一
地
に
就

τ岡
崎
に
第
働
不
足
正
一
労
働
過
剰
己
の
矛
盾
せ
る
不
平
が
記
古
れ
た
る
を
見
る

究
第
で
ゐ
る
o
然
る
に
臨
附
的
な
る
若
〈
は
地
方
的
な
る
労
働
不
足
以
何
等
集
金

ω引
上
を
粛
す
こ
正
な
〈
、
却

. " 



っ
て
女
子
や
年
少
者
を
耕
作
正
常
に
幼
少
な
る
年
齢
正
に
押
下
げ
る
抑
魅
力
ご

L
て
働
〈
の
で
あ
る
o

女
子
ピ
見

重
ピ
の
搾
取
が
働
〈
べ
き
康
幸
伶
地
を
見
出
す
に
至
れ
ば
・

下
ご
に
蝋
到
す
る
新
手
段
ご
な
っ

τ
L
ま
う
dv

ぞ
れ
は
男
子
農
業
労
働
者
の
過
剰
化
ご
其
賃
金
の
低

守
、
の
放
越
の
循
環
論
法
的
な
美
L
き
成
巣

Z
I
τ
京
'
山
英
嗣
土
に
於

τ
は
彼
の
移
酬
明
融
労
働
者
隊
制
度
が
栄
え
て

居
る
ピ
マ
ル

Y
ス
は
説

νた
G

そ
仁
て
伎
は
こ
の
移
動
労
働
者
隊
に
つ
い
て
か
な
り
諸
[
い
説
明
を
試
み
た

ωで

ゐ
品
。J

w
p
z
は
叉
愛
削
酬
に
於
げ
る
農
民
減
一
一
衰
の
扶
況
に
就
い
て
越
吋
T
一
回
抽

a
o
o

愛
蘭
に
於
て
も
亦
農
村
の
人
日
誠

返
以
多
く
の
土
地
を
耕
作
範
倒
外
に
拙
b
出

L
τ
Lま
ひ
、
土
地
生
産
物
は
甚
ガ
減
少
し
-
牧
畜

ω而
税
は
慌
が

う
た
に
拘
も
す
其
或
方
商
仁
於

τは
絡
射
的
に
家
中
市
減
少
を
資
L
h
h
o

他
の
万
両
に
於
て
は
殆
ん
ど
い
ふ
に
足
ら

ざ
る
然
か
も
不
休
の
退
歩
に
依

τ中
断
さ
れ
た
る
進
歩
を
粛
L
た
。
然
る
に
も
拘
ら
や
人
口
の
減
少

ε共
に
地
代

己
小
作
利
潤
正
は
絶
へ
す
騰
貴
し
た
。
尤
も
級
者
は
前
者
は

E
恒
久
的
で
は
な
か
っ
た
。

th
理
由
は
容
易
に
知
る

こ
ご
が
出
来
る
c

印
も
一
方
に
於
て
は
小
作
の
集
中
正
耕
地
の
牧
場
へ
の
越
化
ピ
の
匁
に
金
生
産
誼
の
大
部
分
は

俄
剃
生
産
物
に
牝
し
た
。
会
生
産
物
は
減
少
し
た
る
に
拘
ら
十
其
の
↑
郎
分
を
怨
占
所
の
依
剰
生
産
物
は
増
加
L

ロc
他
方
に
於
て
は
阪
佐
二
十
年
間
殊
に
は
最
近
十
年
来
肉
羊
毛
其
他
の
英
岡
市
場
相
場
の
際
賞
せ
る
結
果
子
し

論

草壁

マ
ル
ク
ス
由
佳
業
制
臨
時
間
翻

第
一
一
十
五
器

五

ムト一一蹴

:11 
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言台I

叢

マ
ん
タ
ス
由
晶
業
級
情
翻

工
、
比

ω伶
剃
生
産
物
凶
貸
借
倒
格
は
其
分
量
よ
り
も
急
速
に
騰
貴
し
柁
の
で
あ
る
叫
そ
し
て
人
口
正
共
に
農
業

第
二
十
五
容

怒

鳴

大

に
用
ゐ
ら
的
い
た
る
生
産
手
段

ω量
も
亦
減
少
し
た

F

り
ど
離
も
、
農
業
に
投
や
ら
れ
北
る
資
本
的
量
は
増
加
し
た
。

な
伸
、
な
れ
ば
従
来
分
散
さ
れ
て
盾
た
生
産
手
段
の
一
部
分
が
資
本
に
援
母
ら
れ
た
か
ら
帥

中
小
位
の
小
作
人
も
従

τ叉
従
来
正
は
臭
っ
た
程
度
に
於
て
、
資
本
的
に
終
倍
せ
ら
れ
る
農
業
の
競
争
の
錫
に

愈
々
陸
迫
せ
ら
れ
、
貸
傭
労
働
者
の
階
級
に
謝
し
て
常
に
新
兵
を
供
給
す
る
の
で
ゐ
る
叫
正
し
て
従
前
仁
は
農
業

労
働
者
は
事
質
上
小
小
作
人
Z
融
合
し
.
主
ご
し
て
は
た
ミ
彼
等
が
北
(
所
に
働
口
を
見
出
す
所
の
中
比
大
小
作

の
後
衡
を
錯
す
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

一
人
四
六
年
の
大
事
誕
以
後
初
め
て
純
然
た
る
賃
傭
岨
労
働
者
階
級
の
一
部
分

印
ち
彼
等
の
貸
傭
主
に
劃
し
て
た

v
僅
か
仁
貨
幣
聞
係
に
依
て
結
ば
れ
る
所

ω
一
特
殊
階
級
を
造
り
始
め
た
の
で

町

a

の
る
。要

す
る
に
交
闘
に
於
て
も
亦
資
本
主
義
的
生
産
の
進
展
に
件
ふ
事
情
の
礎
化
は
英
闘
に
於
り
る
芝
大
腿
に
於
て

岡
崎
る
所
は
な
か
っ
た
。
卸
も
耕
地
は
化
し
て
牧
草
地
己
な
り
、
農
民
は
化
し
て
賃
傭
努
働
者
正
な
っ
て
、
北
(
の
経

略
胴
上
の
獅
立
を
失
っ
た
o

然
か
も
他
方
地
代
の
勝
賞
は
不
断
の
傾
向
ご
し
て
表
は
れ
、
嶋
労
働
者
は
盆
々
以

τ雇
主

に
岨
到
し
従
属
的
な
地
位
じ
置
か
る
、
に
至
h
，
、
然
か
も
そ
の
閥
係
は
一
元
来
た
uv
雇
傭
ζ
ν

ム
事
務
的
関
係
な
る
に

外
な
ら
ず
、
た
い
賃
金
閥
M

聞
に
於

τ雨
者
の
結
合
は
な
さ
れ
て
居
る
仁
過
ぎ
.3
る
も
の

Z
な
っ

τし
ま
っ
た
の
で

あ
る
。

1. ~d. 1. Aus.. S. 6g:l圧;IV. Aufl. S. 660; Volksausgabe S. 636 
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自
作
農
民
や
小
作
農
民
が
化

L
て
農
業
僻
労
働
者
ピ
な
b
、
然
mr
も
彼
等
は
相
掛
的
過
剰
人
口
た
る
含
弛
れ
な
い

や
う
に
な
っ
た
所
か
ら
、
彼
等
の
生
活
放
態
は
甚
ピ
惨
め
な
も
の
た
ら
F
る
を
得
な
か
っ
た
o

マ
ル
ク
ス
は
や
は

ム
リ
英
岡
聞
の
放
践
に
就
い
1

て
最
も
劣
れ
る
賃
金
報
酬
を
得
て
居
る
階
婦
の
人
々
の
航
路
を
叙
寸
る
に
常
b
・
此
等
農

業
労
働
者
階
級
の
放
越
を
明
か
に
し
て
居
る
o

一
八
六
三
年
に
樋
密
院
は
英
岡
山
こ
の
最
下
級
賃
金
勢
働
者
階
級
の
閃
窮
の
般
態
を
調
査
す
る
こ
ピ
仁
し
た
。

共
調
査
の
結
果
仁
よ
れ
ば
、
調
査
さ
れ
市
る
農
業
努
働
者
の
零
胞
に
於

τは
、
業
五
分
一
以
上
は
、
炭
素
合
有
轡

養
料
の
必
要
訣
〈
べ
か
ら
さ
る
撰
取
以
下
の
も
の
を
掘
っ

τ居
た
。
叉
其
三
分
一
以
上
は
窒
素
合
有
食
料
の
必
要

量
以
下
を
得

τ居
る
有
縫
で
ゐ
っ
た
。
号
し
て
宅
侯
傾

2
2
Z
E
2・。
M
由民
m
E
F
印

O
自
ω
白
書
庄
司
)
に
在
つ

τ

は
、
窒
素
合
布
食
料
の
最
低
限
量
を
す
ら
快
い
で
居
る
放
抽
出
が
平
均
的
に
存
し
て
居
た
。
.

農
村
労
働
者
の

中
に
在
つ
て
は
祭
養
不
良
は
主
ご
し
て
婦
女
ご
児
童
ピ
に
於
て
認
め
ら
れ
た
。
蓋
し
っ
主
人
は
仕
事
を
す
る
匁
に

食
は
な
り
れ
ば
な
ら
ぬ
」
か
ら
哨

農
業
下
回
府
勢
働
者
は
た
V

仁
其
笹
養
放
態
が
惑
い
ば
か
り
で
な
(
、
住
居
の
般
態
も
不
健
康
極
ま
る
も
の
で
あ

、
ノ
?
」

O

J
b
'
'
 

?
ι
w
p
z
は
業
服
態
に
就
い
て
も
詳
し
い
1

叙
述
を
し
て
居
る
。
其
の
一
般
法
則
Z
も
見
ら
る
べ
き
も
の
は

「
生
産
手
段
の
集
中
が
大
量
的
に
な
れ
ば
な
る
ほ
Y
一
同
一
室
内
に
勢
働
者
の
之
に
臨
臨
む
た
集
積
が
盆
々
大
吉
〈
表

は
れ
る
。
」
「
従
て
資
本
主
義
的
蓄
積
が
急
で
あ
れ
ば
あ
る
は

E
勢
働
者
の
住
居
航
路
は
盆
々
み
も
め
な
も
の
ピ
な

前

欝

マ
ル
ク
-
A

由
農
業
融
情
髄

第
二
十
宜
容

-
士

第

騨

t 
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長講

議

マ
ル
ク
ス
の
農
業
組
済
担

筋
二
十
五
番

F、

丹、

第

五車

、，ω
 

，。c
一
t
 

総
じ
て
資
本
主
義
的
生
産
ご
蓄
積
正
の
矛
盾
せ
る
性
質
は
英
同
農
業
(
牧
畜
を
合
h
山
)
の
進
方
t
英
同
農
業
労
働

者
の
退
歩
ご
に
於
付
る
は
Y
」
露
骨
に
現
は
れ
た
所
は
な
い
正
マ

p
p
λ

は
見

τ居
る
c

ア

1
サ

l
、
ヤ
ン
グ
が

七
七
一
年
に
農
業
労
働
者
に
就
い
て
逃
ぺ
た
所
に
よ
る
も
、

常
時
の
農
業
労
働
者
は
「
都
市
及
農
業
的
英
図
労
働

者
の
黄
金
時
代
た
る
十
五
位
組
」
の
】
ぜ
は
い
ふ
に
及
ば
争
、

「
挑
か
に
暮
し
富
を
蓄
へ
得
た
る
」
十
四
世
紀
の
末

業

ω先
住
者
に
比
較
す
る
も
甚
に
み
も
め
な
役
割
を
演
じ
て
居
る
。

一
七
七
七
年

ω或
著
者
に
よ
る
も
「
大
小
作

人
は
殆
ん
ど
ゼ
ジ
ト

U
Y

マ
ン
の
標
準
ま
で
上
っ
た
が
、
貧
之
な
農
業
労
働
者
共
は
殆
ん

H

と
地
上
に
抑
演
さ
れ
て
し

ま
っ
た

O
i
-
-
:
地
主
己
小
作
人
吉
は
労
働
者

ω脹
迫
の
織
に
手
に
手
を
取
っ
て
働
〈
」
=
記
さ
れ
て
あ
る
の
是

L
て
資
質
賃
金
は
一
七
三
七
年
よ
b
一
七
七
七
年
仁
至
る
附
に
殆
ん
H

と
四
分
一
郎
も
二
割
五
分
を
減
じ
た
こ
正
が

詳
細
に
示
き
れ

τゐ
る
。
叉
ソ
チ
ャ

l
w
r
、
プ
一
フ
イ
の
言
ふ
所
に
よ
れ
ば
、
近
代
の
政
治
は
上
流
の
闘
民
階
級
に

都
合
よ
〈
、
英
結
果
己
[
て
、
晩
か
れ
早
か
れ
金
王
国
は
た
い
・
ゼ
ン
ト
ル
メ
ン
芭
乞
食
正
、
お
紳
巴
奴
隷

Zω
み

か
ら
成
立
つ
や
う
に
な
る
に
ら
う
Z
。

反
ジ
ヤ
コ
ピ

y
黛
戦
守

ω絡
に
於
付
る
農
業
嶋
労
働
者
の
紋
践
は
、

名
義
賃
金
は
一
部
は
銀
行
券
的
下
落

仁
よ
り
一
部
は
其
仁
件
っ
て
生
じ
た
生
活
最
必
要
H
問
的
調
格
勝
賞
に
依
り
騰
貴
し
た
が
、
異
質
賃
金
の
畿
勤
は
甚

r寧
純
な
る
方
法
に
於

τ之
を
見
極
め
る
こ
ピ
が
出
来
る
。
却
も
:
-

数
回
以
救
組
金
的
形
仁
於

τ名
義
賃
金

Al1R_ S. 645; IV. Au自 民 623:.Volks.1.11Sg. S. ;94 
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eeば
叫
労
働
者
の
た
い
草
な
る
生
与
の
柏
崎
に
必
要
な
る
正
常
額
ま
で
補
充
し
た
の
で
ゐ
る
o

小
作
人
よ
h
支
梯
は
れ

た
る
賃
金
正
教
踊
か
ら
補
充
せ
ら
れ
た
賃
金
不
足
額
百
の
閥
係
は
五
口
々
に
二
様
の
こ
ど
を
吊
す
。

一
つ
に
は
賃
金

が
其
最
低
限
以
下
に
下
落
し
た
る
こ
己
、

二
つ
に
は
農
業
労
働
者
が
賃
傭
勢
働
者
古
被
救
貧
民
ご
か
ら
成
立

τ
る

税
度
卸
も
彼
等
を
致
嵐
山
隷
民
に
牝
せ
る
程
度
を
凶

事
情
の
斯
か
る
賦
般
は
、
「
一
八
三

O
年

ωλ
ヲ
イ
ジ
グ
暴
動
が
支
配
者
階
級
に
、
穀
物
小
屋
の
燃
え
上
っ
た
焔

に
依
て
、
因
説
古
関
〈
て
反
逆
的
な
不
満
が
工
業
英
国
の
表
面
下
に
於
り
る
が
如
〈
農
業
英
図
的
表
面
下
に
も
岡

慌
に
猛
烈
に
燃
え
1
居
る
よ
芭
を
、
照
L
出
す
に
宝
る
ま
で
・
静
か
に
織
鋪
L
た
の
で
あ
る
@
や
ノ
ド
一
フ

1
は
嘗
時

下
院
に
於
て
農
業
労
働
者
を
は
「
白
人
奴
隷
」
官
名
付
、

-
償
正
は
上
院
に
於

τ之
を
反
榎
し
た
。
叉
英
時
代
の
最

も
著
明
な
る
経
隣
接
山
者

f
1‘

ク
エ

1
ク
プ
ィ

1
w
ド
は
「
南
方
英
吉
利

ω農
業
帥
労
働
者
は
奴
隷
で
は
な

円
彼
は
自
由
民
で
も
な
い
、
彼
は
被
救
貧
民
に
ど
越
べ
花
田

ジ

穀
物
俵
A
T
の
厳
止
は
英
闘
の
農
業
に
一
大
衝
動
を
奥
へ
た
。

l
l耕
地
面
積
は
一
八
四
六
年
・
4
b
一
八
五
六
年

間
に
四
六
四
、
一
一
六
英
町
を
増
し
た

o
l
i岡
崎
に
農
業
に
従
事
す
る
人
々
の
線
数
は
減
少
L
花
。
男
女
雨
性

の
又
ゐ
ら
ゆ
る
年
齢
階
級
の
異
質
な
農
業
者
に
就
い
て
み
れ
ば
、
北
(
敷
は
一
人
五
一
年
の
一
、
二
四
一
、
ニ
六
九
人

か
ら
一
入
六
-
年
り
一
、
一
六
三
J
-
一
七
人
に
減
っ
た
。
き
れ
ば
英
閥
登
録
総
長
が
コ
入

O
一
年
以
来
小
作
人

ご
農
業
勢
働
者
ご
の
増
加
は
農
産
物
的
増
加
正
比
例
が
取
れ

τ居
な
い
」
Z
適
中
し
た
こ
古
を
言
つ

τ居
る
が
、

箇

議

耳
九

マ
ル
ク
匁
白
農
業
組
済
期

第
二
十
五
番

九

童書

鶴

.."~忌
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論

叢

回。

第
二
十
五
巻

マ
ル
ク
ス
の
農
業
組
情
観

四
O 

第

蛾

此
山
り
不
様
衡
は
、
農
村
労
働
人
口

ω積
極
的
な
減
少
が
、
作
付
面
積
の
披
張
、
集
約
農
業
、
土
地
に
合
健
せ
ら
れ

其
耕
作
仁
献
げ
ら
れ
た
る
資
本

ω未
曾
有
の
蓄
積
.
英
国
農
事
業
史
に
其
例
な
き
ほ
ど
の
土
地
生
産
物
の
増
加
、

地
主
の
膨
服
せ
る
地
代
議
及
び
資
本
制
的
小
作
人
の
膨
服
せ
る
宮
ピ
手
を
携
へ
て
進
め
る
最
後
の
時
代
仁
夏
に
一

厨
よ
〈
袋
賞
す
る
の
で
あ
る
d

ロ

1
ヂ
ヤ

1
z
教
授

ω言
に
よ
れ
ば
、
嘗
時
の
英
国
農
業
努
働
者
は
、
十
四
世
紀
及
十
五
世
紀
の
先
住
者
ご
の

主
出
世

i
f
正
す
も
は

yz、

l
i
t
t
t
-
i
1
 
一
七
七

O
年
乃
至
一
七
人

O
年
聞
の
先
住
者
ピ
比
統
す
る
も
、
其
境
過
が
著
し
〈
劣
化

し
、
「
彼
は
再
び
隷
民
正
な
っ
た
」
の
で
あ
る
o

然
か
も
食
物
も
住
居
も
思
〈
せ
ら
れ
柁
隷
民
正
な
っ
た

ω
で
あ

る
。
又

ロ
円
』
己
目
白
口
出
ロ
ロ
同

2

は
農
業
労
働
者
り
佐
崩
拡
践
に
闘
す
る
劃
期
的
な
報
告
書
に
於

τ述
べ
て
い
ふ
や

う
「
E
E
(農
奴
時
代
に
於
り
る
農
業
労
働
者
に
劃
す
る
名
斡
)

の
生
活
費
は
彼
が
是
れ
で
以
て
生
き
能
ム
限
h

の
低
き
額
に
定
ま
っ
て
居
る

1
1彼
の
賃
金
ご
住
居
Z
は
彼
か
ら
芯
b
出
き
れ
る
利
潤
に
劃
し
て
は
計
算
じ
も
入

ら
な
い
。
そ
れ
は
小
作
人
の
計
算
に
於

τは
零
で
あ
る
。
ー

l
」
t
。

一
入
六
三
年
に
囚
徒

ω営
養
及
第
役
朕
態
に
閲
す
る
調
査
が
行
は
れ
た
が
、

を
の
結
岡
本
に
よ
れ
ば
、
「
英
蘭

ω監

獄
に
於
り
る
囚
徒
の
食
事
ご
勢
役
場
に
於
り
る
被
救
貧
民
H
A
同
国

ω白
肉
農
業
持
働
者

ω食
事
正
の
周
到
な
る
比

較
以
、
明
か
に
前
者
が
後
二
者
よ
り
も
遥
か
に
よ
〈
給
養
さ
れ
て
ゐ
る
二
百
を
示
す
o

然
る
に
懲
役
に
附
せ
ら
れ

た
る
囚
人
に
鼎
到
し
て
要
求
せ
ら
れ
る
岨
労
働
は
、
普
通
の
農
業
勢
働
者
に
依
て
第
百
れ
る
所
の
も
の
、
凡
を
竿
分
仁
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過
ぎ
な
い
。
立
(
他
二
三
の
刑
務
署
長

ω設
言
に
よ
る
も
四
徒
の
食
事
の
方
が
農
業
叫
労
働
者

ω食
事
に
優
っ
て
居
る

有
慌
が
明
か
に
せ
ら
れ
て
居
る
。
そ
し
て
閃
徒
の
食
事
を
自
由
農
業
者
以
上
若
〈
は
そ
れ
に
近
〈
ぜ
な
け
れ
ば
な

ら
旧
制
理
由
何
世
陣
に
あ
り
や
ご
反
問
せ
ら
れ
て
居
る
。
戒
報
告
中
に
は
弐
の
や
う
な
ニ
ご
が
書

ν
て
あ
る
o

「
農
業

崎
労
働
者
は
い
ふ
で
あ
ら
う
、
私
は
ひ
ど
〈
働
〈
の
に
十
分
食
ム
ニ
己
が
出
来
な
い
、
私
が
刑
務
所
に
居
た
時
分
仁

は
私
は
そ
れ
H
H

ど
ひ
ど
〈
は
働
か
な
か
っ
た
が
食
事
は
十
分
で
あ
っ
た
、

V
い
か
ら
私
に
は
刑
務
所
に
居
る
方
が
自

由

ω身
で
あ
る
よ
h
優
し
な
の
に

t
」

ご
に
か
〈
英
凶
自
由
農
業
勢
働
者

ω傍
養
住
尉
共
他
の
生
活
股
鶴
は
劣
悪
極
ま
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

マ
F
b
y

λ

は
北
(
欣
態
に
つ
い

τ、

ρ

ン
タ

1
の
調
査
に
よ
h
、
英
闘
各
州
に
於
り
る
五
千
三
宵
七
十
五
の
農

ド
ク
ト
戸
、

業
労
働
者
住
居

ω質
献
に
つ
き
4

y

V

ア
オ

1
ド
V
ヤ

1
以
下
十
ニ
州

ω標
本
的
な
放
況
を
示
し
て
、
共
有
様
を

明
か
に
上
て
居
る
凶
例
れ
い
を
見
ー
も
惨
慌
た
る
も
の
で
あ
る
o

併
し
蕊
に
一
々
そ
れ
を
紹
介
す
る
必
要
は
あ
る
ま

し、
。

愛
閣
に
於
り
る
小
農
民
の
扶
況
も
英
祖
酬
に
於
り
る
正
大
差
な
〈
、
或
は
夏
に
そ
れ
よ
り
も
劣
れ
る
も
の
で
あ

る
。
其
紋
鶴
に
つ
い
て
は
T

W

ク
月
は
究
の
や
う
に
逃
ペ
て
居
る
。

農
業
革
命
卸
も
耕
地

ω牧
草
地
へ
の
麗
化
、
機
械
の
使
用
、
践
し
き
融
労
働
節
約
等
1
ー
の
此
等
の
結
巣
は
、
外

闘
に
在
っ
て
共
地
代
を
消
費
す
る
代
・
り
に
か
慈
悲
に
も
愛
蘭
に
居
。
英
領
地
に
居
住
す
る
典
型
的
お
地
主
犠
仁
よ

歯

マ
ル
ク
ス
の
農
業
縮
瞳
問
視

第
二
十
豆
巻

回

第

親

四

議
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論

議

四

マ
ル
ク
λ

由
農
業
組
情
叡

第
ニ
十
五
番

凹

部

腕

っ
て
、
真
に
一
層
強
め
ら
れ
花
。
需
要
正
供
給
正
の
法
則
が
み
一
〈
傷
は
れ
る
ニ
吉
な
か
ら
ん
錦
に
此
等
の
殿
慌
漣

は
「
今
や
某
の
金
労
働
議
要
を
ば
、
普
泌
山
り
日
傭
労
働
者
り
そ
れ
よ
り
も
一
般
的
に
少
き
賃
金
に
依
で
彼
等
の
地

主
の
潟
め
に
土
耕
す
ぺ
〈
強
制
せ
ら
れ
、
叉
彼
等
が
播
純
若
く
は
牧
穫
り
大
事
な
附
期
に
際
し
て
彼
等
自
身

ω畑

を
放
置
せ
な
り
れ
ば
な
ら
ぬ
-
」
ご
か
ら
生
じ
る
不
似
や
損
失
に
謝
し
て
は
何
等
顧
慮
せ
ら
れ
る
こ
正
な
き
小
小
作

人
共
か
ら
充
た
す
」

-
』
ピ
じ
な
っ
た
。

就
職
の
不
安
正
不
規
則
、
捗
働
閉
塞

ω
頻
後
ご
永
き
継
続
、
す
べ
て
此
等

ω相
射
的
人
口
過
剰
の
兆
候
は
、
教

貧
事
務
帥
皿
雌
H
官
の
報
告
に
於
て
は
同
岐
に
ま
た
愛
附
農
村
無
産
階
級

ω図
説

Z
L
て
共
傑
を
示
し
て
賠
品
。
吾
々

は
英
山
酬
の
農
村
無
産
階
級
仁
つ
い
w

て
も
同
総
の
視
象
L
遭
遇
し
た
る
を
思
山
す
。
た
γ
其
田
苅
る
所
は
工
業
剛
た
る

英
耐
酬
に
於

τは
、
工
業
上
の
橡
怖
労
働
平
は
農
村
か
ら
新
兵
を
募
る
に
反
し
て
農
業
固
た
る
紫
蘭
じ
て
は
農
業
労

働
抽
席
備
軍
は
都
市
に
於
て
印
ち
駆
逐
さ
れ
た
る
農
業
労
働
者

ω逃
走
所
に
於
て
新
兵
を
募
る
-
」
ご
で
あ
る
。
彼
所

で
は
農
業
崎
労
働
の
過
剰
者
等
は
工
業
労
働
者
ピ
化
す
る
が
、
此
所
で
は
郡
曾
に
遂
ひ
や
ら
れ
る
者
等
は
同
時
に
都

市
労
賃
に
謝
し
て
師
四
迫
ey加
へ
つ
、
依
然
農
業
勢
働
者
ご
し
て
の
性
質
全
失
は
や
，
、
常
に
一
努
働
を
求
め

τ岡
舎
に

開
何

時
迅
り
返
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

官
勝
報
告
古
田
U
農
業
日
仰
労
働
者

ω物
質
的
批
磁
を
ば
尖
り
や
う
に
概
括
し
て
賠
る
。
日
く
「
快
等
は
非
常
な

る
節
品
加
で
活
き

τ居
る
り
れ
ど
も
、
彼
等
の
賃
金
は
そ
れ
で
も
向
は
彼
等
E
某
家
族
，
己
仁
食
物
E
往
居
ご
を
奥
ふ

lV. Au日 674'[f.i Volksausg. S. 6~off. (第一服には此漣白叙.illが献げて居

る)
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る
に
足
る
や
足
ら
す
で
ゐ
る
o

衣
服
の
潟
に
は
彼
等
は
以
外
の
般
入
を
必
要
ご
す
る
。
|
|
彼
等
の
住
居

ωぷ
凶

気
は
、
他
の
快
乏
正
一
絡
に
な
っ

τ、
此
階
級
γ
ば
チ
フ
ス
芭
結
核
正
の
全
(
特
別
な
程
度
に
暴
露
し
て
し
ま
っ

た」

t
。
か
る
が
放
に
報
告
者
の
異
口
同
一
一
首
な
る
諮
言
に
従
へ
ば
、

一
の
陰
惨
な
不
尚
が
此
階
級
の
人
ア
伊
」
通
じ

て
流
れ

t
屑
ゐ
ニ
正
、
又
彼
等
が
過
去
を
憧
似
し
て
共
復
舗
を
希
ひ
、
現
在
を
恐
れ
、
崎
川
市
郡
に
射
し
て
絶
盟
し
、

「
煽
勤
者
の
忌
ひ
べ
き
影
響
に
か
ぶ
れ
」
を
し

τた
い
V

班
米
利
加
へ
移
住
せ
ん
と
す
る
定
ま
っ
た
概
念
を
有
つ
ぜ

い
ふ
ニ
こ
は
、
懐
む
に
足
ら
な
い
よ
己
で
あ
る
。

期
〈
削
醐
来
れ
ば
愛
山
酬
も
英
附
酬
も
殆
ん
ど
全
〈
同
慌
で
あ
る
。
農
村

ω労
働
者
は
何
札
に
於
て
も
た
ャ
軍
に
動
物

的
に
活
き
て
行
〈
ピ
り
の
ニ
ぜ
し
か
出
来
な
い
の
で
ゐ
っ
て
、
人
間
ら
し
き
十
分
な

ε修
養
守
得
る
ミ
正
も
山
古
都

争
、
不
健
康
な
住
居
に
在
っ
て
、
被
抽
慨
を
州
側
ふ
て
、

た
い
活
き
ん
が
矯
に
倒
〈
外
は
な
か
っ
た
o

北
(
所
仁
は
文
化

的
な
る
向
上
の
忽
仁
周
ゆ
ぺ
昔
、
何
等

ω徐
裕
も
な
(
、
所
酬
師
H

と
ん
底
生
活
字
」
永
久
仁
締
結
す
る
外
、
将
来
に
謝
す

る
希
望
一
な
(
、
過
ぎ

L
昔
の
好
き
時
代
の
み
徒
ら
に
感
し
く

τ、
現
在
は
呪
は
し
い
も
の
に
っ
た
の
で
ゐ
る
o
'
r
、

し
て
斯
か
る
紋
況
は
資
本
主
義
的
な
る
生
産
の
後
展
に
仲
ひ
新
し
き
時
代
の
蹄
ら
せ
る
鎚
化
に
外
な
ら
中
古
凱
ら

れ
る
こ
己
が
、

マ
ル
ク
ス
の
見
地
に
於
げ
る
特
色
を
錯
す
を
忘
れ

τは
な
ら
心
。
卸
ち
7

u

y

ク
ス
は
此
等

ω現
象

を
資
本
主
義
的
集
杭
り
一
般
法
則
を
説
〈
に
世
田
b
、
共
例
解
ど
し
て
叙
べ
て
居
る
こ

F
T注
意
せ
な
け
れ
ば
な
ら

泊
の
で
あ
る
。
(
完
)

誼

議

四

マ
ル
ク
丸
山
農
業
組
消
翻

第
二
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